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井
上 

佑
（
個
人
会
員
） 

寂
地
の
山
名
は
、
し
ゃ
く
し
川
が
ル
ー
ツ
で
あ
る
。
平

安
時
代
に
犬
戻
の
渓
谷
で
、
ノ
ブ
・
ホ
オ
・
ボ
カ
・
コ
ブ

シ
等
落
葉
広
葉
樹
か
ら
、
杓
子
（
し
ゃ
も
じ
・
玉
杓
子
）

が
作
ら
れ
、
町
に
運
び
売
ら
れ
た
。『
防
長
風
土
注
進
案
』

須
川
村
に
は
「
大
川
の
事
但
宇
佐
村
し
ゃ
く
し
山
を
水
源

と
し
て
宇
佐
郷
村
を
経
て
当
地
へ
流
来
る
」
と
記
さ
れ
、

宇
佐
八
幡
宮
と
周
辺
の
寺
社
に
は
大
し
ゃ
も
じ
が
奉
納

さ
れ
た
。
寂
地
は
当
て
字
で
、
明
治
三
十
二
年
の
事
。 

  

昭
和
十
五
年
に
先
輩
が
登
り
、
鬱
蒼
と
し
た
樹
木
で
頂

上
も
分
か
ら
ず
彷
徨
し
、
植
物
、
昆
虫
調
査
は
羅
漢
山
で

成
果
を
上
げ
た
。
宇
佐
小
学
校
五
、
六
年
生
の
遠
足
は
、

小
学
校
か
ら
常
国
を
経
て
寂
地
山
を
登
る
が
、
茅
漕
ぎ
で

腕
力
の
無
い
女
子
は
頂
上
に
行
け
な
い
子
も
い
た
。
彼
女

等
は
「
寂
地
山
に
カ
タ
ク
リ
は
無
か
っ
た
」
と
云
う
。 

  

昭
和
三
十
八
年
の
山
口
国
体
炬
火
の
採
火
地
と
し
て
、

菅
茅
を
鎌
で
刈
り
、
小
屋
の
屋
根
壁
を
葺
き
、
神
主
が
採

火
の
神
事
を
行
っ
た
。
こ
れ
で
容
易
に
山
頂
に
登
れ
る
よ

う
に
な
り
、
石
碑
「
炬
火
採
火
の
地
」
を
立
て
寂
地
山
頂

と
確
認
で
き
る
。
錦
町
は
、
火
起
こ
し
の
「
が
く
が
く
岩
」

で
採
火
を
し
た
い
と
申
し
出
、
実
地
調
査
で
は
島
根
県
内

に
在
り
県
か
ら
却
下
さ
れ
た
。
こ
れ
は
五
万
地
形
図
「
津

田
」
の
誤
り
で
、
陸
軍
測
量
部
が
明
治
三
十
二
年
に
測
量

製
図
の
際
、
山
口
、
島
根
両
県
の
了
解
も
得
ず
に
境
界
線

を
勝
手
に
記
し
た
。「
が
く
が
く
岩
」
は
寂
地
山
頂
の
北
方

の
額
々
山
（
宇
佐
で
は
ヨ
ケ
岩
と
呼
ぶ
）
の
北
西
の
標
高

一
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
二
枚
重
ね
の
岩
を
云
い
、
分
水
嶺

が
境
界
だ
っ
た
。
こ
の
河
津
峡
源
流
部
一
帯
が
江
戸
時
代

は
周
防
国
で
、
「
防
長
地
下
上
申
絵
図
」
に
記
さ
れ
て
い

る
。 

 

自
分
が
寂
地
山
に
最
初
に
登
っ
た
の
は
、
中
国
自
動
車

道
の
工
事
が
始
ま
っ
た
頃
で
、
寂
地
山
頂
か
ら
小
五
郎
山

へ
縦
走
予
定
が
、
南
西
の
尾
根
は
茅
の
密
生
で
周
囲
は
見

え
ず
、
足
は
茅
に
挟
ま
れ
地
に
着
か
ず
倒
れ
茅
を
掴
む
が

立
ち
上
が
れ
な
い
。
多
く
の
茅
原
を
歩
い
た
が
、
人
も
獣

も
動
き
が
取
れ
な
い
濃
密
な
茅
密
生
帯
は
寂
地
山
だ
け

で
あ
る
。
仕
方
な
く
、
尾
根
の
側
面
を
歩
き
、
支
尾
根
を

下
り
戻
る
を
繰
り
返
し
、
漸
く
し
て
右
谷
山
に
着
き
三
角

点
の
傍
に
カ
タ
ク
リ
が
二
輪
だ
け
咲
い
て
い
た
。
こ
こ
を

下
る
と
熊
笹
が
増
え
、
容
谷
山
か
ら
下
っ
た
。 

  

昭
和
六
十
一
年
夏
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
登
山
競
技
は
、
十

種
ヶ
峰
等
と
共
に
寂
地
山
で
も
行
わ
れ
、
寂
地
尾
根
の
菅

茅
が
草
刈
り
機
で
刈
ら
れ
登
山
コ
ー
ス
を
開
き
、
全
国
か

ら
集
っ
た
高
校
生
と
共
に
、
自
分
も
五
龍
の
滝
か
ら
登
り
、

寺
床
尾
根
を
下
っ
た
。
西
中
国
山
地
国
定
公
園
の
整
備
も

進
み
、
浦
石
峡
と
も
結
ば
れ
、
遊
歩
道
が
拡
が
っ
た
。 

 

か
つ
て
、
右
谷
山
に
カ
タ
ク
リ
が
僅
か
に
在
っ
た
の
は
、

三
角
点
を
設
置
す
る
為
に
一
メ
ー
ト
ル
余
も
掘
り
下
げ

た
の
で
、
そ
こ
だ
け
茅
が
絶
え
た
の
で
カ
タ
ク
リ
が
生
存

出
来
た
。
尾
根
の
茅
が
刈
ら
れ
、
取
っ
て
代
わ
っ
た
の
は

熊
笹
で
、
笹
は
茅
ほ
ど
密
生
し
な
い
の
で
、
陽
も
当
た
り
、

笹
根
の
間
に
カ
タ
ク
リ
が
殖
え
て
、
寂
地
山
頂
近
く
ま
で

登
っ
た
。 

 

カ
タ
ク
リ
は
ユ
リ
科
の
多
年
草
で
、
落
葉
広
葉
樹
の
下

だ
け
で
生
存
し
、
地
上
に
は
四
、
五
月
の
二
ヶ
月
足
ら
ず

し
か
出
な
い
。
出
る
と
葉
を
出
し
て
、
光
合
成
で
養
分
を

地
中
の
鱗
茎
に
蓄
え
、
花
を
咲
か
せ
蜂
に
受
粉
し
て
も
ら

い
、
花
が
種
に
な
る
と
、
蟻
が
巣
に
運
び
脂
質
糖
分
を
食

べ
巣
外
に
散
布
、
こ
れ
に
花
が
咲
く
の
は
八
年
後
だ
。
ブ

ナ
の
葉
が
茂
る
と
根
茎
は
地
中
で
夏
秋
冬
を
過
ご
す
。 

 

こ
の
カ
タ
ク
リ
の
花
の
増
殖
に
よ
り
カ
タ
ク
リ
見
物

客
が
増
え
、
多
く
は
寂
地
林
道
を
車
で
登
る
。
九
合
目
の

「
延
齢
水
」
の
水
質
調
査
を
八
月
に
五
年
間
続
け
た
が
、

カ
タ
ク
リ
の
花
が
増
え
る
と
登
山
者
も
増
え
、
水
質
も
悪

化
し
、
遂
に
大
腸
菌
を
検
出
し
、「
大
腸
菌
有
、
下
の
沢
水

使
用
」
の
張
り
紙
を
し
た
が
、
検
査
が
三
月
な
ら
ど
う
だ

っ
た
か
。
大
腸
菌
の
検
査
が
一
番
大
変
で
、
下
界
な
ら
恒

温
器
が
有
る
が
、
山
中
で
あ
り
、
検
体
を
自
分
の
体
幹
に

巻
き
付
け
、
試
薬
に
付
け
た
湧
水
を
八
時
間
程
自
分
の
体

温
（
三
十
七
度
）
で
保
温
培
養
し
、
帰
宅
し
て
菌
数
を
数

え
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
不
景
気
で
日
本
山
岳
協
会
へ

試
薬
の
提
供
が
止
ま
り
、
水
質
検
査
は
終
了
し
た
。 

❖
寄
稿 

「寂
地
峡
の
カ
タ
ク
リ
」 
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あ
な
た
と
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
結
び
隊 

 

隊
長 

久
保
田 

啓
子 

令
和
三
年
度
環
境
保
全
活
動
功
労
団
体
と
し
て
、
「
あ

な
た
と
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
結
び
隊
」
が
知
事
表
彰
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
隊
員
一
同
、
身
に
余
る
光
栄
と
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
す
。 

私
た
ち
「
あ
な
た
と
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
結
び
隊
」
は
、

平
成
二
十
一
年
五
月
に
、
長
門
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、

産
業
、
食
等
地
域
の
資
源
を
再
発
見
し
、
各
地
域
の
人
を

結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
及
び
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

長
門
市
内
を
自
分
た
ち
の
足
で
歩
き
な
が
ら
、
コ
ー
ス
づ

く
り
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
地
域
の
魅
力
を

発
進
す
る
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
度
の
受
賞
は
、
旧
街
道
を
掘
り
起
こ
し
、
赤
間
関

街
道
北
道
筋
、
北
浦
道
筋
等
で
定
期
的
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
森
の
中
の
旧
街
道
を
散
策
し

な
が
ら
、
自
然
観
察
や
ご
み
拾
い
、
環
境
整
備
を
行
う
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も

に
地
域
振
興
に
も
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
認
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

毎
年
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
コ
ー
ス
整

備
と
し
て
旧
街
道
の
倒
木
の
撤
去
や
崩
れ
た
個
所
の
修

復
を
行
い
、
急
斜
面
の
足
場
づ
く
り
や
ロ
ー
プ
張
り
等
、

自
然
を
壊
さ
ず
歩
き
や
す
い
コ
ー
ス
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
ご
み
拾
い
を
し

な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
自
然
観
察
学
習
を
し
、

参
加
者
同
士
が
交
流
で
き
る
場
も
提
供
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
平
成
二
十
三
年
に
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
手
づ

く
り
案
内
看
板
の
設
置
を
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
整
備
活

動
を
行
い
な
が
ら
、
定
期
的
に
杭
の
う
ち
替
え
な
ど
補
修

も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
（
令
和
三
年
度
）
は
、
イ
ベ
ン
ト
ま
で
に
二
回

街
道
の
整
備
を
行
い
、
倒
木
撤
去
、
草
刈
り
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
に
数

回
は
必
ず
整
備
し
な
い
と
道
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
の
旧
街
道
の
一
部
と
平
行
す

る
よ
う
に
、
山
陰
道
「
長
門
・
俵
山
道
路
」
が
平
成
元
年

に
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の
道
は
、
地
域
住
民
の
待
ち
に
待

っ
た
道
で
す
。
毎
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
何
も
な
い

山
の
中
に
道
が
出
来
て
い
く
様
子
を
見
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
、
工
事
現
場
の
見
学
会
を
行
っ
た
年
も
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
自
然
環
境
も 

少
し
変
化
し
、
今
ま
で
林
だ
っ
た 

と
こ
ろ
に
陽
が
当
た
る
よ
う
に
な 

り
、
草
の
生
え
る
場
所
が
数
カ
所 

増
え
ま
し
た
。
気
を
つ
け
な
い
と 

す
ぐ
に
草
が
茂
っ
て
し
ま
い
道
を 

隠
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

そ
れ
と
、
毎
年
参
加
さ
れ
る
方 

も
お
ら
れ
る
の
で
、
内
容
も
少
し
ず
つ
変
え
て
お
り
、
今

年
度
は
帰
り
に
県
道
（
山
陰
道
が
出
来
る
ま
で
は
主
要
道

路
）
を
通
り
、
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
の

ご
み
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
約
一
時
間
、
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
の
区
間
で
の
活
動
で
し
た
が
、
車
か
ら
の
投

げ
捨
て
か
、
ほ
と
ん
ど
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
外
側
で
、
中

に
は
家
電
の
不
法
投
棄
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
受
賞
は
、
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
活
動
を
行
う
私

た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
年
度
末

の
三
月
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
出
来
る
こ
と
を
と
、
社
会

教
育
団
体
か
ら
小
学
生
親
子
で
歴
史
の
道
を
歩
き
た
い

の
で
ガ
イ
ド
を
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
高
校
生
か
ら
は
、

ご
み
拾
い
出
来
る
活
動
は
な
い
か
と
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、
今
回
「
あ
な
た
と
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
結
び
隊
」
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
自
然
を
守
る
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

❖
環
境
保
全
活
動
功
労
者
等
知
事
表
彰 

街道整備（草刈り） 

街道整備（倒木撤去） 

回収したごみ 
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蓋
井
島
（
下
関
市
） 

県
指
定
ヒ
ゼ
ン
マ
ユ
ミ
群
落
自
生
地 

保
全
活
動 

植
田 

髙
弘 

 

（
山
口
県
自
然
観
察
指
導
員
協
議
会
） 

 

一 

は
じ
め
に 

 

山
口
県
自
然
観
察
指
導
員
協
議
会
第
五
支
部
の
先
輩

指
導
員
で
あ
る
田
辺
護
氏
か
ら
、
蓋
井
島
の
ヒ
ゼ
ン
マ
ユ

ミ
群
落
が
、
モ
ウ
ソ
ウ
竹
の
侵
入
に
よ
り
、
竹
林
化
し
つ

つ
あ
る
事
実
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
第
五
支
部
は
予

備
調
査
を
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）
四
月
二
日
（
日
）

に
実
施
し
た
結
果
、
自
生
地
の
竹
林
化
を
確
認
し
、
本
部

と
協
働
し
て
竹
の
伐
採
作
業
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

二 

第
一
回
作
業
日
（
環
境
学
習
日
） 

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
二
月
二
十
二
日 

平
成
二
十
年
十
月
十
一
日
（
土
）
、
第
一
回
作
業
日
に
併

せ
て
環
境
学
習
日
を
設
定
し
ま
し
た
。
山
口
県
自
然
保
護

課
職
員
、
し
も
の
せ
き
竹
取
物
語
の
皆
様
（
十
三
名
）
、
そ

し
て
、
黒
田
義
則
会
長
（
当
時
）
を
始
め
と
す
る
山
口
県 

自
然
観
察
指
導
員
協
議
会
メ
ン
バ
ー
（
十
名
）
の
総
勢
二

十
五
名
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
で
し
た
が
、
風

波
が
多
少
あ
り
、
渡
船
で
は
時
々
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
ま

し
た
。
島
に
着
い
て
、
指
定
地
の
所
有
者
で
あ
る
松
本
さ

ん
の
歓
迎
を
受
け
、
港
近
く
の
漁
協
会
館
前
で
、
本
活
動

の
発
起
人
で
あ
る
田
辺
護
指
導
員
が
ヒ
ゼ
ン
マ
ユ
ミ
に

つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
野
正
指
導
員
が
伐

っ
た
竹
の
処
理
方
法
を
説
明
し
ま
し
た
。
現
地
に
到
着
し

た
の
は
、
正
午
前
で
し
た
。
現
場
は
急
な
斜
面
が
続
い
て

お
り
、
竹
を
伐
る
の
は
余
り
時
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
が
、

伐
っ
た
竹
を
処
理
（
横
積
み
）
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る

の
で
す
。
竹
同
士
が
絡
ん
だ
り
、
竹
と
樹
木
が
絡
み
合
っ

た
り
し
て
い
る
の
で
す
。
約
二
時
間
の
作
業
を
終
え
て
帰

路
に
着
き
ま
す
。
途
中
、
斜
面
で
足
を
滑
ら
せ
る
人
が
居

た
の
で
、
一
歩
一
歩
、
確
実
に
歩
を
進
め
る
よ
う
お
願
い

し
ま
し
た
。 

 

三 

春
の
竹
伐
り
作
業 

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
） 

五
月
十
五
日 

今
回
は
植
生
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

田
辺
指
導
員
と
予
め
話
を
し
て
い
た
事
を
、 

参
加
者
の
松
崎
さ
ん
、
松
田
さ
ん
親
子
に 

や
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ヒ
ゼ 

ン
マ
ユ
ミ
の
若
木
調
査
に
つ
い
て
は
、
竹 

伐
り
作
業
が
、
あ
る
程
度
目
途
が
付
き
始 

め
た
頃
か
ら
、
各
人
が
作
業
の
合
間
に
目 

視
を
し
た
り
、
周
辺
の
植
物
の
名
前
を
知
っ
た
り
、
確
認

し
た
り
す
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
数
の
確
認
は
し
て
い
ま

し
た
。 

 

調
査
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、
皆
さ
ん
に
伝
え
ら

れ
る
段
階
に
は
程
遠
い
の
で
す
が
、
ヒ
ゼ
ン
マ
ユ
ミ
の
若

木
は
着
実
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
四
月
は

宿
泊
し
ま
し
た
の
で
、
二
日
目
、
道
の
補
修
と
生
息
地
域 

の
山
道
の
調
査
、
確
認
等
を
行
い
ま
し
た
。
五
月
は
未
明

よ
り
、
雨
が
降
り
始
め
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
四
月
に
や

り
残
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
五
人
で
実
施
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
雨
は
昼
ご
ろ
ま
で
弱
い
な
が
ら
も
降

り
続
い
て
、
作
業
や
道
歩
き
に
影
響
が
出
ま
し
た
。
作
業

日
前
日
や
当
日
未
明
の
雨
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
影
響

が
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
検
討
課
題

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

環境学習日の様子 

竹を横積みしたところ 

❖
や
ま
ぐ
ち
自
然
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
表
彰 
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四 

十
二
年
目
の
保
全
活
動
へ 

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）
十
二
月
十
日 

課
題
と
し
て
、
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

【
一
】 

高
齢
化
に
よ
る
参
加
者
の
減
少 

【
二
】 

地
元
住
民
の
方
々
と
ど
ん
な
協
働
作
業
が
出
来

る
の
か 

【
三
】 

植
生
調
査
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
（
ま
と
め
て
）

い
く
の
か 

 

五 

お
わ
り
に 

今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
私
達
第
五
支
部
は
、
人
と
の

絆
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
次
第
で

す
。
山
口
県
自
然
保
護
課
、
山
口
県
ひ
と
づ
く
り
財
団
、

貴
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
々
、
多
く
の
団
体
、
個
人
の
方
々
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
私
の
携
帯
に
貴
会
元
顧
問
の
開
村
修
三
様
か

ら
「
蓋
井
島
の
ヒ
ゼ
ン
マ
ユ
ミ
保
全
活
動
に
参
加
し
た
い
」

旨
の
電
話
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
ヒ
ゼ
ン
マ
ユ
ミ

を
気
に
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
と
共

に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

    

                          

                          

令和２年度・令和３年度 

やまぐち自然共生ネットワーク会長表彰式 

 令和３年 12 月 19 日（日）に開催しました「第 17 回リレーミーティング in 防府」

において、令和２年度及び令和３年度やまぐち自然共生ネットワーク会長表彰受賞者

の表彰式を開催しました。 

 受賞された皆様、誠におめでとうございます。 

 今後とも御健康で、より一層の御活躍をお祈り申し上げます。 

 

松田 茂様     福田 清治様   久保田会長  櫛崎 アツ子様   植田 高弘様 
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私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

櫛
崎 

ア
ツ
子 

 
（
山
口
さ
さ
ゆ
り
会
） 

 

私
が
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
足
を
踏
み
入
れ

た
の
は
、
平
成
十
六
年
に
岡
山
県
の
閑
谷
学
校
で
開
催
さ

れ
た
視
覚
障
害
者
の
全
国
大
会
か
ら
で
す
。
故
・
開
村
先

生
に
誘
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
教
え
を
頂
き
ま
し
た
。
歩
き

方
、
時
計
回
り
の
食
べ
方
な
ど
、
私
に
こ
ん
な
事
が
出
来

る
の
で
あ
ろ
う
か
と
不
安
が
心
に
波
を
打
ち
ま
し
た
。
し

か
し
、
活
動
を
行
う
中
で
、
私
は
皆
さ
ん
か
ら
笑
顔
を
頂

き
、
力
に
な
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
全
国
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
喜
び
を
感
じ
、
感
謝
し
な

が
ら
活
動
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。 

今
で
は
、
開
村
先
生
の
後
を
継
ぎ
、
多
方
面
か
ら
い
ら

っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
が
、
月
に
一
度
、
万
葉
の
森
（
周
南
市

立
公
園
）
に
集
う
「
歩
こ
う
会
」
を
開
催
し
、
皆
さ
ん
の

手
と
な
り
足
と
な
っ
て
、
森
の
中
を
歩
く
楽
し
さ
を
教
え
、

笑
顔
を
頂
い
て
い
ま
す
。
花
の
香
り
、
鳥
の
鳴
き
声
な
ど

を
五
感
で
味
わ
い
な
が
ら
、
前
に
進
み
ま
す
。
皆
さ
ん
と

和
気
あ
い
あ
い
話
し
合
い
な
が
ら
歩
き
、
教
わ
る
事
も
た

く
さ
ん
あ
り
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。 

 

楽
し
み
の
ひ
と
つ
、
年
一
度
の
日
帰
り
旅
行
も
あ
り
、

皆
さ
ん
イ
キ
イ
キ
と
し
た
動
作
で
、
意
気
込
み
が
違
い
ま

す
。
開
村
先
生
と
の
思
い
出
で
あ
る
、
周
防
大
島
の
み
か

ん
畑
で
は
、
瀬
戸
内
海
の
潮
風
を
受
け
て
、
草
刈
り
や
、

肥
料
を
や
り
、
人
に
は
言
え
な
い
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
。

収
穫
す
る
時
の
喜
び
や
楽
し
さ
は
、
疲
れ
も
忘
れ
る
ほ
ど

で
、
今
で
は
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。 

 

平
成
十
八
年
に
は
、
山
口
さ
さ
ゆ
り
会
の
皆
さ
ん
と
、

目
の
不
自
由
な
方
と
と
も
に
、
槍
ヶ
岳
三
一
八
〇
メ
ー
ト

ル
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
難
関
や
苦
労
も
あ
っ
た
事
と
思
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
お
支
え
も
あ
り
、
無
事
登
頂
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
目
の
不
自
由
な
方
が
力
強
く
歩
く
姿

を
見
て
、
生
き
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
自
身
も
生
き
る
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
年
十
月
、
山
口
さ
さ
ゆ
り
会
が
、
視
覚
障
害

者
の
全
国
の
引
き
受
け
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
四
五

〇
名
が
、
徳
地
青
少
年
自
然
の
家
（
山
口
市
）
に
集
い
ま

し
た
。
散
策
コ
ー
ス
と
登
山
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
萌
岳
、

白
石
山
、
日
暮
ヶ
岳
へ
。
県
か
ら
山
岳
隊
の
応
援
を
頂
き

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
お
も
て
な
し
も
頂
き
、
盛
大
に
終

わ
る
こ
と
が
で
き
、「
山
口
に
来
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
言

葉
も
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。 

「
安
心
安
全
、
笑
顔
」
が
開
村
先
生
の
モ
ッ
ト
ー
で
し
た
。 

 

次
回
の
大
会
は
九
州
の
大
分
県
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

延
期
と
な
る
予
定
で
す
。
障
害
者
の
皆
さ
ん
は
、
外
へ
出

る
喜
び
が
待
ち
遠
し
い
み
た
い
で
す
。 

 

周
南
市
老
人
連
合
会
に
所
属
し
、
月
一
度
、
児
玉
源
太

郎
旧
宅
跡
で
あ
る
児
玉
神
社
や
公
園
な
ど
を
清
掃
し
て

い
ま
す
。
市
内
各
地
の
畑
で
、
玉
ね
ぎ
や
さ
つ
ま
芋
な
ど

を
植
え
、
収
穫
し
た
も
の
を
、
市
の
施
設
に
お
届
け
し
、

お
喜
び
頂
い
て
お
り
ま
す
。
愛
情
を
こ
め
て
耕
し
、
新
鮮

な
お
野
菜
を
作
り
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

私
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
思
い
出
は
、
平

成
二
十
四
年
十
月
、
故
・
開
村
先
生
と
ネ
パ
ー
ル
の
四
七

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
に
登
っ
た
こ
と
で
す
。
足
を
下
ろ
し

た
瞬
間
、
目
の
前
は
美
し
い
エ
ベ
レ
ス
ト
の
雪
山
で
し
た
。

心
を
綺
麗
に
洗
い
流
し
て
頂
い
た
よ
う
で
し
た
。
ネ
パ
ー

ル
は
貧
富
の
差
が
激
し
く
、
道
の
側
で
横
た
わ
る
子
供
達

の
姿
を
見
て
心
が
痛
み
、
日
本
と
い
う
国
は
と
て
も
美
し

い
国
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。 

 

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
す
る
こ
と
を
祈
り
つ

つ
、
健
康
を
維
持
し
て
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
頂
い
て
活
動
に

専
念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

活
動
は
好
き
で
あ
る
こ
と
感
謝
。 

視覚障害者の方の登山サポート 

忘れられないネパールの山の思い出 

❖
や
ま
ぐ
ち
自
然
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
表
彰 
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「
三
百
五
十
種
の
山
野
草
の
花
が
咲
く 

生
き
た
図
鑑
の
森
」
残
し
た
い
…
後
世
に 

福
田 

清
治 

 

（
「
山
野
草
の
エ
キ
」
保
存
会
代
表
） 

 

六
年
前
の
春
…
、
あ
る
方
か
ら
「
鹿
野
の
人
達
は
冷
た

い
ね
え
～
、
山
野
草
の
エ
キ
が
年
々
荒
れ
て
い
る
状
況
を

知
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
伊
藤
芳
高
さ
ん
が
十
七
年

も
の
歳
月
を
掛
け
、
二
万
八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
山
を
三

百
五
十
種
類
も
の
貴
重
な
山
野
草
の
花
が
次
々
に
咲
き
、

多
く
の
人
が
本
当
に
楽
し
ま
れ
る
地
域
の
宝
だ
と
言
う

の
に
。
今
…
九
十
二
歳
の
伊
藤
さ
ん
は
老
い
に
勝
て
ず
、

猪
に
よ
り
山
野
草
は
踏
み
倒
さ
れ
、
倒
木
が
覆
い
被
さ
り
、

草
や
熊
笹
が
蔓
延
り
、
ど
ん
ど
ん
荒
れ
、
こ
の
ま
ま
数
年

経
て
ば
、
た
だ
の
荒
れ
た
山
に
な
り
ま
す
よ
…
」
と
そ
ん

な
話
を
さ
れ
た
。 

私
は
そ
の
当
時
、
あ
ま
り
山
野
草
や
花
に
は
興
味
も
無

く
、
ピ
ン
と
来
な
い
話
で
し
た
。
し
か
し
時
間
が
経
つ
に

連
れ
、
こ
の
話
を
放
っ
と
い
て
い
い
も
の
な
の
か
、
そ
の

当
時
、
私
は
カ
フ
ェ
を
営
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
山
野
草

の
エ
キ
を
見
学
さ
れ
た
人
が
客
人
と
し
て
私
の
店
を
利

用
さ
れ
て
い
た
事
も
あ
り
、
何
と
な
く
気
に
な
り
、
何
と

な
く
軽
い
気
持
ち
で
数
人
の
仲
間
に
山
野
草
の
エ
キ
が

荒
れ
て
い
る
事
と
、
保
存
会
を
立
ち
上
げ
る
話
を
相
談
す

る
と
、「
い
い
～
ね
」
と
答
え
が
返
っ
て
来
ま
し
た
。 

そ
れ
が
保
存
会
の
始
ま
り
で
す
。
最
初
は
本
当
に
軽
い
気

持
ち
で
し
た
。
会
の
名
前
も
「
山
野
草
ノ
エ
キ
」
保
存
会

と
し
、
５
名
か
ら
ス
タ
ー
ト
。 

今
振
り
返
れ
ば
、
最
初
か
ら
苦
戦
し
た
も
の
で
す
。
な

ん
せ
広
大
な
山
す
べ
て
を
猪
の
侵
入
か
ら
守
る
た
め
の

柵
を
手
配
し
、
そ
の
柵
で
囲
い
を
し
な
い
と
活
動
が
前
に

進
ま
な
い
の
で
す
か
ら
、
行
政
に
相
談
し
て
も
個
人
の
山

に
助
成
は
無
理
と
言
わ
れ
、
資
金
を
ど
う
工
面
す
る
か
で

頭
を
抱
え
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
で
も
世
の
中
そ
の
気

に
な
れ
ば
何
と
か
な
る
も
の
で
す
。 

現
在
で
は
、
遠
く
は
山
口
市
や
岩
国
市
と
広
範
囲
か
ら

多
様
な
経
歴
の
人
達
三
十
二
名
が
参
加
さ
れ
、
隔
週
で
の

活
動
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
楽
し
く

や
っ
て
い
ま
す
。 

保
存
会
を
立
ち
上
げ
た
時
の
話
に
戻
り
ま
す
が
、
実
は

当
時
、
大
事
な
保
存
会
を
引
き
受
け
て
本
当
に
大
丈
夫
だ

ろ
う
か
と
、
軽
く
引
き
受
け
た
事
に
後
悔
し
、
真
剣
に
悩

み
も
し
ま
し
た
。
只
こ
の
六
年
間
は
夢
中
で
保
存
活
動
を

仲
間
と
進
め
、
草
刈
、
遊
歩
道
の
整
備
、
山
野
草
の
苗
を

手
配
し
植
栽
作
業
と
、
植
栽
を
行
え
ば
、
次
に
水
や
り
、

種
類
別
の
プ
レ
ー
ト
の
制
作
、
誘
導
看
板
の
設
置
、
時
に

は
雪
の
降
る
寒
い
日
も
、
雨
の
中
雨
具
を
着
て
の
作
業
と

皆
さ
ん
本
当
に
良
く
頑
張
り
ま
し
た
。
活
動
を
通
じ
て
一

番
大
変
だ
っ
た
の
が
二
万
八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
も
広

が
る
広
大
な
土
地
に
、
二
十
年
近
く
放
置
さ
れ
た
倒
木
。

さ
す
が
の
伊
藤
さ
ん
も
倒
木
に
は
手
が
出
せ
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
こ
の
倒
木
は
見
た
目
が
非
常
に
悪
く
、
残

骸
が
至
る
所
に
山
積
み
さ
れ
、
花
も
森
も
見
栄
え
が
悪
く
、

こ
の
倒
木
を
処
理
し
な
い
と
前
に
進
め
な
い
の
で
す
。
そ

こ
で
意
を
決
し
て
、
一
番
寒
い
冬
に
搬
出
を
決
行
。
搬
出

す
る
に
は
全
て
手
作
業
で
山
か
ら
降
ろ
さ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
す
か
ら
大
変
、
し
か
も
こ
の
作
業
を
一
週
間
以
上

続
け
な
い
と
終
わ
ら
な
い
、
本
当
に
骨
の
折
れ
る
作
業
で

寒い雪の中の作業（2017 年 3月 15 日） 

倒木の搬出作業（2018 年 12 月 10 日） 

園内のミズバショウ

（2021 年 4月 14 日） 

❖
や
ま
ぐ
ち
自
然
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
表
彰 
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し
た
。
今
も
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、
女
性
数
名
が
重
た
い

倒
木
を
一
本
一
本
担
ぎ
出
し
て
頂
い
た
事
に
は
心
か
ら

感
謝
と
勇
気
も
頂
き
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
事
も
含
め
保
存
会
も
七
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

こ
の
間
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
山
野
草
を
見
学
に

来
ら
れ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
花
々
が
苦
労
も
せ
ず
容
易
に
、

車
か
ら
降
り
て
直
ぐ
に
見
ら
れ
る
事
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
山
野
草
の
エ
キ
に
立
た
れ
て
、
伊
藤
さ
ん
が
十
七
年

の
年
月
を
掛
け
一
人
で
毎
日
毎
日
、
熊
笹
の
駆
除
、
雑
木

の
間
引
き
、
小
道
を
作
り
、
橋
を
架
け
、
草
を
刈
り
、
山

野
草
の
苗
を
一
株
一
株
植
栽
、
水
や
り
を
行
い
、
考
え
た

だ
け
で
気
の
遠
く
な
る
作
業
で
す
。
こ
の
作
業
を
一
人
で

十
七
年
間
、
九
十
二
歳
ま
で
さ
れ
た
事
を
思
え
ば
、
一
輪

一
輪
の
花
の
輝
き
が
と
て
も
尊
く
見
え
て
来
ま
す
。 

想
像
し
て
下
さ
い
。
私
達
は
伊
藤
さ
ん
の
歳
に
成
る
迄

に
何
年
有
る
で
し
ょ
う
か
、
ま
だ
ま
だ
志
を
持
て
ば
何
だ

っ
て
出
来
る
、
そ
ん
な
不
思
議
な
力
を
山
野
草
の
エ
キ
に

立
て
ば
元
気
や
力
が
湧
い
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
…
貴
重
な

花
か
ら
元
気
を
頂
き
ま
し
ょ
う
、
伊
藤
さ
ん
の
ご
苦
労
を

想
像
し
て
勇
気
を
頂
い
て
下
さ
い
。 

 

我
々
保
存
会
メ
ン
バ
ー
も
元
気
を
頂
き
な
が
ら
「
三
百

五
十
種
の
山
野
草
の
花
が
咲
く
生
き
た
図
鑑
の
森
」
の
保

護
活
動
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。 

 

                          

                          

令和２年度・令和３年度 

やまぐち自然共生ネットワーク会長表彰受賞者 

〔氏  名〕植田 高弘 様 

〔活動場所〕主に下関市 

〔活 動 歴〕平成 20年～現在 

〔活動概要〕 

 下関市蓋井島に生育する県

指定天然記念物ヒゼンマユミ

の保全活動に尽力。 

〔氏  名〕櫛崎 アツ子 様 

〔活動場所〕主に周南市 

〔活 動 歴〕平成 5年～現在 

〔活動概要〕 

 視覚障害者の方の登山や自

然観察のサポートのほか、清掃

等地域活動にも尽力。 

〔氏  名〕松田 茂 様 

〔活動場所〕主に周南市 

〔活 動 歴〕平成 13年～現在 

〔活動概要〕 

 視覚障害者の方の登山など

のサポートのほか、自然保護に

関する普及啓発活動にも尽力。 

〔氏  名〕福田 清治 様 

〔活動場所〕主に周南市 

〔活 動 歴〕平成 22年～現在 

〔活動概要〕 

前会長の跡を継ぎ、「山野草

のエキ」保存会会長として、山

野草の保全活動に尽力。 

＜令和２年度受賞者＞ ＜令和２年度受賞者＞ 

＜令和３年度受賞者＞ ＜令和３年度受賞者＞ 
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松
田 

茂 
 

 

こ
の
度
は
身
に
余
る
会
長
表
彰
を
頂
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

実
は
二
〇
〇
〇
年
頃
に
、
故
・
開
村
修
三
先
生
と
は
養

成
講
座
の
講
師
仲
間
と
し
て
出
会
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

開
村
先
生
は
ア
ウ
ト
ド
ア
に
明
る
く
、
自
然
と
共
に
生
き
、

海
に
潜
り
、
山
に
登
る
、
数
学
教
師
と
言
う
異
色
の
人
で

し
た
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
こ
ろ
で
す
。 

一
方
で
、
開
村
先
生
は
障
害
福
祉
の
実
践
に
も
取
り
組

ま
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
受
講
生
と
、
車
椅
子
や
ア
イ
マ

ス
ク
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
な
ど
、

体
験
を
交
え
て
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
仲
間
を
集
め

て
、
山
道
の
整
備
や
視
覚
障
害
者
支
援
な
ど
地
道
な
努
力

を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

開
村
先
生
は
こ
れ
ま
で
視
覚
障
害
者
全
国
交
流
登
山

大
会
を
企
画
運
営
さ
れ
て
お
り
、
私
は
、
岡
山
県
の
和
気

ア
ル
プ
ス
、
山
口
市
徳
地
の
青
少
年
自
然
の
家
を
拠
点
と

し
た
莇
ヶ
岳
、
白
石
山
、
乗
鞍
岳
、
比
叡
山
な
ど
の
登
山

を
、
視
覚
障
害
者
と
寝
食
を
共
に
し
、
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
食
事
の
補
助
、
夜
の
ト
イ
レ
な
ど
大
変

で
し
た
が
楽
し
い
思
い
出
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

 

私
は
、
開
村
先
生
の
遺
志
を
引
き
継
い
で
お
り
、
仲
間

と
共
に
視
覚
障
害
者
と
集
ま
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け

て
お
り
ま
す
。
視
覚
障
害
者
は
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
、

健
常
者
と
同
じ
体
験
を
し
た
い
と
の
思
い
を
持
っ
て
お

り
、
目
が
見
え
な
い
が
、
だ
か
ら
得
ら
れ
る
体
験
、
感
動

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
登
山
の
際
、
頬
を
伝
わ
る
爽
や

か
な
風
の
心
地
良
さ
、
木
々
に
触
れ
ゴ
ツ
ゴ
ツ
や
ス
ベ
ス

ベ
の
肌
触
り
、
葉
っ
ぱ
や
蕾
か
ら
の
香
り
が
心
を
癒
し
て

く
れ
る
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

個
人
的
に
は 

一 

私
は
田
舎
生
ま
れ
で
、
小
さ
い
時
か
ら
親
に
連
れ
ら

れ
、
植
林
や
下
刈
、
間
伐
に
行
っ
て
お
り
、
山
へ
の
親

し
み
は
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

二 

周
南
市
八
代
に
あ
る
本
州
唯
一
の
ナ
ベ
ツ
ル
渡
来

地
の
ね
ぐ
ら
整
備
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は
二
十
八

羽
（
令
和
四
年
三
月
五
日
時
点
）
が
飛
来
し
て
く
れ
、

今
後
が
楽
し
み
で
す
。 

三 

徳
山
動
物
園
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

ま
し
た
。
動
物
観
察
や
子
供
達
へ
の
説
明
、
さ
ら
に
象

の
う
ん
ち
を
晒
し
て
シ
オ
リ
作
り
、
象
の
う
ん
ち 

で
の
肥
料
作
り
な
ど
を
体
験
さ
せ
ま
し
た
。
子
供 

達
の
眼
の
輝
き
が
印
象
的
で
し
た
。 

四 

現
在
、
精
神
障
害
者
の
居
場
所
「
憩
い
の
広
場
」 

を
運
営
し
て
お
り
、
徳
山
西
緑
地
公
園
や
徳
山
動 

物
園
に
連
れ
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

五 

二
〇
〇
〇
年
三
月
～
二
〇
〇
一
年
五
月
に
か
け
、 

周
南
市
の
太
華
山
山
頂
（
三
六
二
メ
ー
ト
ル
）
で 

四
十
回
以
上
デ
ー
ト
を
重
ね
ま
し
た
。
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
と

の
出
会
い
で
す
。
羽
根
に
斑
点
が
あ
り
、
大
き
さ
は
ニ

ワ
ト
リ
位
で
上
手
く
飛
べ
ま
せ
ん
。
誰
が
連
れ
て
来
た

か
不
明
。
会
い
た
く
て
会
い
た
く
て
餌
を
持
っ
て
登
り

ま
し
た
。
餌
は
、
そ
の
時
自
宅
に
あ
る
食
べ
も
の
で
す
。 

 
 

餌
や
り
、
芸
の
仕
込
み
、
羽
根
集
め
な
ど
「
ほ
ろ
ほ

ろ
日
記
」
を
作
り
ま
し
た
。
餌
を
与
え
る
う
ち
、
ほ
ろ

ほ
ろ
鳥
の
好
み
が
判
り
、
穀
類
（
米
、
パ
ン
）
が
一
番
、

果
物
（
ミ
カ
ン
、
ポ
ン
カ
ン
、
り
ん
ご
、
い
ち
ご
）
が

二
番
、
好
み
で
煮
干
し
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
良
く
食
べ

ま
し
た
。
一
年
余
り
で
姿
を
見
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。

人
懐
こ
い
性
格
の
為
、
誰
か
に
つ
い
て
行
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
の
後
、
半
年
間
通
っ
た
け
れ
ど
会
え
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
共
に
自
然
を
守
り
、
活
用
し
て
行

け
る
よ
う
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ほろほろ日記（一部抜粋） 

ほろほろ鳥（画：筆者） 

❖
や
ま
ぐ
ち
自
然
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
表
彰 
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日 

程 
 

令
和
三
年
十
二
月
十
九
日
（
日
） 

 

場 

所 
 

防
府
市 

 

参
加
者 

 

十
九
名 

                       

       

                   

                          

9：15～9：30 「午前の部」受付 

9：30～9：40 ① 開会式（オリエンテーション） 

9：40～10：30 ② 東大寺別院阿弥陀寺 散策（ガイド付） 

10：30～10：45 （移動） 

10：50～12：00 ③ 防府天満宮 散策（ガイド付） 

12：00～12：30 （移動） 

12：30～13：00 （昼食） 

13：15～13：30 「午後の部」受付 

13：30～14：20 ④ やまぐち自然共生ネットワーク会長表彰式 

14：20～14：30 （休憩） 

14：30～15：15 ⑤ 活動発表（阿弥陀寺アジサイ保存会） 

15：20～15：30 閉会式 

 スケジュール  

① 開会あいさつ（中村顧問） ② 阿弥陀寺 散策 ② 阿弥陀寺 散策 

② 阿弥陀寺 散策 ③ 防府天満宮 散策 ③ 防府天満宮 散策 

③ 防府天満宮 散策 ④ やまぐち自然共生ネットワーク会長表彰式 ⑤ 活動発表（阿弥陀寺アジサイ保存会） 

※活動発表では、地元防府市の「阿弥陀寺アジサイ保存会」林様（東大寺別院阿弥陀寺住職）から、

阿弥陀寺の歴史や、例年開催しているアジサイ祭などについて紹介いただきました。 

❖
第
十
七
回
リ
レ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グin

防
府 
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「
自
然
」
に
関
す
る
写
真
を
大
募
集
中
！ 

 

皆
様
が
撮
影
さ
れ
た
思
い
出
の
一
枚
を
会
報
誌
に 

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
撮
影
時
期
は
問
い
ま
せ
ん
。 

美
し
い
風
景
等
と
っ
て
お
き
の
一
枚
を
お
送
り
く
だ 

さ
い
。
詳
し
く
は
、
最
終
頁
「
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧 

く
だ
さ
い
。 

                  

                          

                          

❖
み
ん
な
の
思
い
出
写
真
館 

【クマゼミの交尾】 

〔撮影時期〕令和３年７月 
〔撮影場所〕光市 
〔撮 影 者〕藪 博昭 様 

【世界最大級のアワサンゴの海】 

〔撮影時期〕令和３年 12 月 
〔撮影場所〕周防大島町 
〔撮 影 者〕H.N 様 

【東鳳翩山からの眺望】 【雪の日の瑠璃光寺】 【異色の花弁の持つ梅】 

〔撮影時期〕令和３年 12 月 
〔撮影場所〕山口市（東鳳翩山） 
〔撮 影 者〕H.N 様 

〔撮影時期〕令和４年２月 
〔撮影場所〕山口市（瑠璃光寺） 
〔撮 影 者〕広報担当 

〔撮影時期〕令和４年３月 
〔撮影場所〕萩市（萩往還梅林園） 
〔撮 影 者〕広報担当 

〔撮影時期〕令和４年２月 
〔撮影場所〕長門市（元乃隅神社） 
〔撮 影 者〕S.K 様 

〔撮影時期〕令和３年 11 月 
〔撮影場所〕下関市（覚苑寺） 
〔撮 影 者〕S.N 様 

【冬の元乃隅神社】 【赤く染まる紅葉】 

〔撮影時期〕令和２年８月 
〔撮影場所〕山口市（山口湾） 
〔撮 影 者〕上原 正義 様 

【カブトガニと干潟】 
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❖
や
ま
ぐ
ち
自
然
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ 

🌸 やまぐち自然共生ネットワーク「サクラ部会」について 🌸 

 令和４年度に、やまぐち自然共生ネットワーク内に「サクラ部会」を設置予定です。 

 サクラの管理等にお困りの方やご興味がある方は、ぜひご入会ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サクラ部会の目的等  

 サクラの適切な保護・管理方法等の普及啓発を通し、地域の豊かな自然環境を守ること 

を目的とする。 

〔設 立 時 期〕令和４年度通常総会時 

 

 サクラ部会への入会方法  

 サクラ部会（以下「部会」という。）への入会は、やまぐち自然共生ネットワーク（以下「当会」 

という。）への入会申込と併せて行うこととなります。 

・部会に入会すると、自動的に当会へ入会したこととなります（部会のみの入会はできません）。 

・会費は、当会会費のみとなります。（個人 1,000 円／年、団体 2,000 円／年） 

 ・既に当会会員となっている方で、部会への入会希望の方は、当会（裏面の連絡先）へ入会希望

のご連絡いただくことで、入会できます。 

 

 サクラ部会の活動内容  

・サクラの管理に苦慮している個人又は団体に対し、適切な管理方法等を助言する。 

・各地域のサクラ保存会等の情報共有の場とする。 

 

 サクラ部会設置に向けた事前活動報告  

令和４年２月に、長門市２箇所において、中村顧問（樹木医）、久保田会長等立ち会いのもと、サ

クラの植樹を行いました。 

今後、県内のサクラ保存会等に対し部会への勧誘を進めてまいりますので、情報提供等よろしく

お願いします。 

▲長門市俵山ラグビー場にてサクラ(舞姫)３本   ▲長門市西深川の「喫茶ショアーズ」にて 
を植樹しました。                サクラ(大漁桜)１本を植樹しました。 



12 

  

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て 

 

や
ま
ぐ
ち
自
然
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報
の
ほ
か
、
会
員
の
皆

様
が
個
人
又
は
団
体
で
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を

発
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

各
種
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
希
望
の
方
は
、
広

報
担
当
（
裏
面
の
連
絡
先
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◆
新
規
会
員
募
集
に
つ
い
て 

 

令
和
四
年
三
月
一
日
現
在
の
会
員
は
、 

 

＊
団
体
会
員 

三
十
五
団
体 

 

＊
個
人
会
員 

九
十
六
名 

 

自
然
に
ご
興
味
が
あ
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
大
歓
迎

で
す
。
一
緒
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
輪
を
拡
げ
ま
し
ょ
う
。 

          

  

◆
会
報
誌
に
つ
い
て 

 

会
員
の
皆
様
か
ら
、
次
の
２
点
を
随
時
募
集
し
ま
す
！ 

・
自
然
に
関
す
る
記
事
（
寄
稿
文
）
※ 

 

・
自
然
に
関
す
る
写
真 

※ 

「
自
然
」
を
テ
ー
マ
に
、
皆
様
の
活
動
紹
介
や
、
日
常

で
発
見
し
た
さ
さ
や
か
な
出
来
事
な
ど
、
何
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
広
報
担
当
（
裏
面
の

連
絡
先
）
宛
て
、
お
気
軽
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

 

※
自
然
に
関
す
る
記
事
（
寄
稿
文
）
に
つ
い
て
は
、 

「
タ
イ
ト
ル
」「
執
筆
者
氏
名
」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

 
 

・
参
考
文
献
等
あ
る
場
合
は
、
著
者
名
等
を
ご
記 

 
 
 

入
く
だ
さ
い
。 

 
 

・
原
稿
に
写
真
を
添
え
る
場
合
は
、
写
真
デ
ー
タ 

 
 
 

も
併
せ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

※
自
然
に
関
す
る
写
真
に
つ
い
て
は
、「
タ
イ
ト
ル
」 

「
撮
影
時
期
」「
撮
影
場
所
」「
撮
影
者
氏
名 

（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
可
）」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

 
 

・
ご
自
身
が
撮
影
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。 

 
 

・
誌
面
の
都
合
上
、
横
向
き
撮
影
さ
れ
た
も
の
を 

 
 
 

お
送
り
く
だ
さ
い
。 

 
 

・
被
写
体
に
人
物
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
肖
像
権 

 
 
 

の
侵
害
等
が
生
じ
な
い
よ
う
に
応
募
者
本
人
の 

 
 
 

責
任
に
お
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

◆
編
集
後
記 

 

新
型
コ
ロ
ナ
が
世
界
的
に
流
行
し
始
め
て
か
ら
２
年

が
経
ち
ま
す
。
以
前
の
よ
う
に
、
気
軽
に
友
人
と
会
っ
た

り
、
自
由
に
旅
行
へ
出
掛
け
た
り
と
い
う
こ
と
が
難
し
い

世
の
中
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
３
密

を
回
避
で
き
る
場
を
求
め
て
、
大
自
然
の
中
で
遊
べ
る
ア

ウ
ト
ド
ア
が
空
前
の
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

私
自
身
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
す
る
少
し
前
か
ら
、

月
に
一
～
二
回
、
登
山
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
登

山
と
言
っ
て
も
、
初
心
者
な
の
で
、
登
山
道
が
し
っ
か
り 

と
整
備
さ
れ
た
標
高
千
メ
ー
ル
に
も
満
た
な
い
低
山
中

心
で
す
。
登
っ
て
い
る
最
中
は
、
日
頃
の
運
動
不
足
も
あ

っ
て
「
何
で
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
、

つ
い
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
頂
上
か
ら
眺

め
る
素
晴
ら
し
い
景
色
と
達
成 

感
で
、
ま
た
次
も
登
り
た
い
と 

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

い
つ
か
新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束 

し
た
頃
に
、
西
日
本
最
高
峰
の 

「
石
鎚
山
」
を
登
る
こ
と
が 

今
の
小
さ
な
夢
で
す
。 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

 

こ
の
た
び
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
意
見
等
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

広
報
担
当 

中
村 

防府天満宮 

東大寺別院阿弥陀寺 

❖
や
ま
ぐ
ち
自
然
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ 

湯野観音岳（周南市） 
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やまぐち自然共生ネットワーク 

～次世代につなごう美しいやまぐちの自然～ 

 〔総務・企画担当〕 岡村 安彦（事務局長） 

 〔広報・会計担当〕 中村 佐和子 

 広報関係 お問い合わせ先  

  〒７５３－８５０１ 

   山口市滝町１番１号 山口県環境生活部自然保護課内 

   やまぐち自然共生ネットワーク広報担当 

 （TEL）０８３－９３３－３０６０ （FAX）０８３－９３３－３０６９ 

 （E-mail）a 1 5 6 0 0 @ p r e f . y a m a g u c h i . l g . j p 

 ホームページ  http://www.yama-kyou.net/ 

 E-mail アドレス  info@yama-kyou.net 

〈 表紙写真 〉 

防府市「海が見える『花の園』（新築地緑地公園）」の河津桜 

（令和４年３月 広報担当撮影） 


